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南部北上ジ

ュラ紀層の古環境

滝沢文教(地質部)

ジュラ紀の景観

地吏の中で描かれるジュラ紀の景観といえば全般的

に温暖で豊かな自然環境が想定され陸上にはソテツ

･イチョウなどの裸子植物それにシダ植物が大繁茂し

海辺の低地には巨大なは虫類わけても地球史最大の陸

上動物である恐竜が全盛を極めていた.また海では

サンゴ礁が現在よりはるか北側の海まで広がって浅い

海を縁どっていた上アンモン貝･イノムラムス･三角

貝といった中生代特有の貝類カミ栄えていた.加うるに

空中には始祖鳥がその奇怪な姿で飛びかうというように

化石の中の千両役者が出そろうような景観がジュラ紀

の絵物語なのである.地質学わけても地史学(His趾

｡a1GeoIogy)の入門書や教科書でも西欧の学者の著

したものの申には想像豊かに何億年前とかの大音の地

球表層の景観を復元した絵カミそう入されていることが

多くとても回ブンに充ちている.

化石の豊當な北上山地を筆者も長年歩くうちに上1こ

列記したようなたくさんの咄古生物"の化石におめにか

かってきたが残念ながら恐竜のよう恋大型陸上動物化

石はみつけられなかった.そこには陸成層や海辺の浅

3Cわ0110fわ?

艦κ胴η匂｡sρ〃わ｡f邸

螺猟蟻べ罐.

義浅雛麟盆潮

州1和地向斜海

川1U弓

〃1

.北

上

い環境を示唆する地層が豊當に存在し恐竜の化石の発

見(せめて足跡だけでも)を可能性あるものとして夢

みてきたのであるカミどうやらこの夢を実現するチャン

スも遠ざかったようである.

余談はさておいてジュラ紀の日本列島は現在よりも

ずい分陸地が狭く海が列島深く複雑に入り込んでいた

ことがジュラ紀層の分布によって推察される.当時

の東北日本の海･陸の分布を大胆に推定したのが第1

図である.それは小さ潅島々の集合で'!員本諸島"

と言う方が適切かも知れない.当時の日本は変動の

少ない比較的静穏た時代で太平洋側の海は暖流系が東

北目本外側から北海道にまで及ぴサンゴや石灰藻･層

孔虫などを豊富に含む造礁性石灰岩(鳥の巣型石灰岩)

が形成された.これに対し内側の日本海側の海は

遠くシベリアやアラスカといった北方の海とつ恋がりを

もつ'.寒流?''の影響もあっ淀と推察されている(S･m

1962号ま勇二).

それは古生物地理学という化石の研究から出発した

古生物の近縁関係を地理的分布の上で比較検討する手段

によって明らかにされるのだが興味深いことに堆積盆

や堆積物の性格もこの内側と外側の海とでかなり異な

っている.ジュラ紀堆積盆それも比較的浅海のものに

限ってみれば内側では盆地状で数1,000m才一ダｰの

厚い地層を形成して薄い石炭をはさむなど陸成層を混

えるのに対し外側の太平洋側のものは細長い陸棚浅

海性でたかだか数100～1,000m位の薄い地層で石灰岩

を伴うといった違いがある.

こうした中で南部北上山地のジュラ紀層は古生物地

理的にみても堆積盆(物)の性格からみてもこの内

側･外側のジュラ紀層の両方の要素をもつ中間型と言え

そうである.そこには古地中海(テｰチス海)型の

動物癖あるいは鳥の巣動物群の一部が産する一方北方

型のシベリアなどと近縁組イノセラムスなどが産するか

ら太平洋側の海とつ在がりが強いながら現在の脅稜山

脈のどこかで内側の日本海側の海とも連絡があったと

考えられる(趾Y且皿エ1961).さらに南部北上のジュラ

紀後半の地層をみると後述するように東側に陸地に

近い地層があって西側に向ってより沖合の地層が出てく

第1図ジュラ紀中頃における東北日本の古地理

打点部が陸地(滝沢1977より)�
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るから海ほ西にも開いていたと解釈した方が都合がよ

いことになる(第5図参照).

堆積盆地の性格

南部北上山地のジュラ紀および白亜紀前期の地層の堆

積はシルル紀に始まり古生代一中生代の約3億年もの

長きにわたって続いた堆積盆の歴史におけるエピロｰグ

である.それ以降北上山地は安定陸地となり大した

沈降や変動を受けないのである.その地層は浅海に

棲んだ生物や浅い海の堆積物に當み幾つかの層準は陸

上植物化石を多産する陸成層であるなど陸洋的環境

(para1icenvirOnments)の要素も少なく狂い.一般

に浅海性の堆積盆にも大きく2つの型がある.1つは

大陸的な結晶質な基盤をもち地層は数100㎜程度と薄

くふつう榴曲は殆んど狂いタイプである.他は弱ま

たは非結晶質の榴曲した基盤をも`つことカミ多く強い沈

降の結果数1,000mの厚い地層を形成しており'一ゲ

ルマン型摺曲"(地向斜一造山帯などの激しい押しかぶ

せ櫓曲を伴うアルプス型榴曲と対置するタイプで軸面

はたっているややおとなしい摺曲)を示す.これら2

つの浅海堆積盆型はブブノフ(1959)の定義によるもの

で前者を安定陸棚後者を易動陸棚と呼ばれている.

商都北上山地の中生層はまさに後者の易動陸棚にピ

タリといえ別に記した摺歯のタイプもよく当てはまる.

上述のよう狂全体的な性格とは別に堆積盆を時間的

変容という面からみるとまた興味深い.数千万年と

か2･3億年とかの寿命の長い大きな堆積盆一地向斜

を含めて一においてはその後期に堆積盆の分化"

といった場象がかなり普通にみられるものである.す

征わち堆積盆の最盛期には沈降域の広がりも大きく

か淀り一様な層相をもつのに対し堆積盆の末期には沈

降域が段階的に縮少し幾つかに分散してゆくといった

現象である､この際堆積盆内に非沈降域あるいは内

部隆起帯ができたりする.

南部北上の古･中生代の堆積盆は地史的に2分して

考えるべきであるがその後半期の始まりをどの辺の年

代とすべきかは問題が重要すぎてここでは論議する

余裕がない.それは石炭紀の中頃かも知れない.そ

れ以前の南部北上の堆積盆は地向斜状態にあってそ

の簸盛期はデボン紀や石炭紀前半期で石炭紀中期から

ペルム紀初期に大きな地殻変動一安倍族造山運動(湊

1960･1966)一があってそれ以降は堆積物の内容が

がらりと変わり主に浅海性の地層で火山性物質はほと

んど含まない.さらにペルム紀後期にたるとそれ

までの公海性の開いた海に内部隆起が生じ内海的な堆

長柳志岩窟氷
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ペルム紀後期一白亜紀

前期の南郡北上堆積盆

の変遷を示す概念図

(山■ドユ957より)

積盆が生じた.これを地層名にちなんでm登米海"

(湊1944)と呼んでいる.後で述べるジュラ紀の“東

方陸地"(第5図)はすでにぺ/レム紀に出現この内海

の形成に重要な役割を演じたのであろう.ペルム紀前

半の地層がかなり厚いばかりか同後半にはさらに新し

い堆積盆が生ずるなど大規模な地殻変動のあった後も

北上山地は安定陸地化せずに浅海性ではあるものの広

く沈降性の海におおわれてなお厚い地層の形成カミ引き

続くのである.これは先述したように易動陸棚として

の段階である.なお蛇足であるカミ登米層を含めて南

部北上のペルム紀後半の地層は礫岩恋どをはさむもの

のこれは挿話的であって本質的には細粒砂層物の勝

つだ一その意味でフリッシュ相とみるべきでは住いか

と繋者は考えている.

さて登米海は均質租細かい泥あるいは粘土を厚く

ためその広がりは南部北上の大半に及ぶほどであり

形成された地層の層相は驚くほど一様である.この海

はペルム紀の終わりにほ干し上って陸化･侵蝕を受ける

カ沖生代に入ってもほぼ同じ位置に名残りをとどめ沈降

と堆積が何回もの陸化をはさみ狂がらも引き続くこと

になる.三畳紀前半のm稲井海"同後半の一.皿員海"

ジュラ紀前半のI{志津川海"ジュラ紀後半の}唐桑一牡

鹿海''または'1橘浦海"などに引きづかれ白亜紀前期

に至って漸く完全に消滅する.この大まかにみて4

段階を経る中生代の海一堆積盆の変遷を図式化したも

のカミ第2図(山下1957)である.この図に明瞭に示さ�
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第3図南部北上における中生層の分布ジュラ･第4図ジュラ･白亜紀層の総合柱状図各柱状図の左欄の記号(刈･Fy狂ど)の説明

､白亜紀層は3列をなす.は次頁参照のこと相馬地方のものほ参考のため付した

れているように1堆積盆は時代と共に段階的に縮少7つの堆積盆"が3列の(西･中･東列)の弧状配列

(m分化")しなカミら消滅してゆく.それに伴い後半期をなしていることで特徴づけられる.ジュラ紀層に限

には堆積の中心カミ東側に向って移動していることも注ってみれば西列と中列にほぼ平行的に配列しており

目される.それらの地層の発達状態は第4図に示される.この図

で両列の地層を比較して明らかのように層相や層厚に

ソユラ紀･白亜紀層の概観著しい違いがある.すなわち酉列のジュラ系は頁

第3図に示すようにジュラ紀･白亜紀層の分布は岩が圧倒的に多く粗粒砕履物が少ない上全体の層厚

も1,000㎜に満たないのに対し中列のものは礫岩や砂

岩に営み全層厚も西列の2-3倍ある.しかも酉列の

地層が全て海成層であるのに対し中列てば陸成層が加

わっている.このよう粧事情と中列の砂層物の一部

が東から'きているという堆積構造からの証拠柱とにより

第5図のように中列の東側に古い陸地が推定されたり

洲Zψ幽ヨ壁…毒…1'.:'

酉列と中列の間に高まり(障壁)が想定されるのである.

第5図

ジュラ紀後期におけ

る南部北上の古地理

矢印は砕履物の供給

紀層の方向を示す

芭

第2図から第5図までの4つの図を相互に関連させて

みれぱジュラ紀のみ桂らず白亜紀の堆積盆の構造発

達もが渋りの程度理解され多言を要しないであろう.

ただ強調しておきたいことはこの地域のジュラ･白亜

紀の地層の形成時に堆積盆の西方すなわち現在の脊稜

山脈の側には隆起する山地が校くそれはむしろ東方

の現在大部分が海になっている部分にあったと想定され

ることである.ジュラ紀後半の地層に注目してみると

酉列は東列に比べるとずっと静穏な環境下にあって沖

合型であった訳である.�
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様々な堆積相

それでは前項で指摘した｢より陸地(供給源)に近い

申列の層相｣を中心に変化に富むジュラ紀･白亜紀の

地層を堆積相(Sedi獅entaryfaCieS)の観点から概観し

てみよう.第4図の柱状図の左側にAl･1Fy･Nhな

どの記号を付してあるがこれが各種の堆積相を示して

いる･これはごく大ざっぱで必ずしも十分に吟味して

ない部分もあるが次のように種類分けされる.

A1:陸成層で河川成堆積物や海辺の低地付近の地層から在

る.植物化石をよく産する.

町:砂岩と頁岩がリズミカルに数10cm以下の単位で互層す

る海成層でいわゆるタｰビダイト砂岩ポ多く含まれ相

静的に深い環境の産物と考えられる.員化石に乏しい

が生痕比肩に箆む.

舳:浅海性の頁岩で部分的には数100皿の深さに及ぶもの

かも鋤れない.アンモナイトを産す.

N6:浅海性砂岩であるが斜交層理など波浪作用を示ナよう

淀流層理はあまり強く粗い､

L8:瀕海性砂岩で斜交層理に當んだり三痛介底ど化有を

しばしば産する.小さな入江や潮干帯を思わせる瀕海

性頁岩をはさむこともある､またLs→Nhの移り変

わりの際は当然その闘にNSをはさむことになる.

以上の譜堆積相のうちLsやNsでは海進期と海退期

のものがあることに留意する必要がある.またNh

ではより沖合のものと瀕海に近いものがあって両者

は本来区別さるべきである.前者は泥質岩の粒度も細

かく安定した均質な厚い崇層をなす.後者は砂質のこ

とが多く余り厚くはなくしぱしば二枚貝などの化石

を産する.一般に堆積環鏡を論ずる場合生物相(化

石相)が重要柱意味をもつが南部北上では化石の種類

が膨大でありそれらを紹介することは他書に譲りたい.

ここではもっぱら岩相や堆積構造を中心に述べることに

した.

西列(志津川亜箒)の願相

西列は全体として頁岩の優勢な単調な岩相で堆積学

的に興味のある地層は少ないがその中で志津川地方が

構造的変形も弱く海岸等の好露出にも恵まれて観察

に適している1

この列のみに発達する下都ジュラ系は志津川層群

と呼ばれ頁岩が優勢で貝化石を多産する.とくに下

半の韮ノ浜層は多数の貝化石集積層があって場所に

よっては足の踏み場もない程である･それは“貝塚"

が層をなして延々と側方に広がっているようでしかも

!0層以上に及ぶことさえある.泥質な細粒砂をひんぱ

んに挟み南部の水沼地方では粗粒～中粒のアルコｰズ

砂岩が局所的に厚い.この砂岩からも二枚貝を多産す

る.一'志津川海''の前半は貝化石の特徴から強い

内湾性で多分塩分濃度のうすい部分も多かったと考え

られる.志津川層灘上半の細浦層は海が開いた時期

の演海相でおもに頁岩からなるが堆積遠度はごくゆ

っくりであった.貝化石は韮ノ浜層に比べて非常に少

なくアンモナイトを産出する.

中部～上部ジュラ系の橋浦層灘は細浦層とよく似

た浅海頁岩相を主とするがその海は広く申列にまで及

びジュラ紀中期(ドッガｰ期)には南部北上のジュラ

系の中で最も広い分布と一様な層相をもっており政利

と中列との差が殆んどない.基底の粗粒アルコｰズ砂

岩も一様であるが面白いことに礫岩は志津川地方と

牡鹿地方によく発達している｡橋浦層灘を堆積した

''橋浦海''では志津川地方のみ例外的に砂質物の流入が盛

んであった.そこではタｰビダイトを含むフリッシュ

型互層(写真1)や葉理頁岩がよく発達し斐たチャンネ

ル状の砂岩体(写真2)やスランプ摺曲もみられるなど

直列ク)堆積盆の中ではか在り立派柾層相である.フリ

ッジ以相の部分には生痕化石も豊當である.

一'橋浦海剋はジュラ紀後期のギンメリッジ階まで続い

たことがアンモナイトの産出によってわかっているが

それ以後は志津川地方の袖の浜層(ジュラ紀末のテトン

階で浅海の細粒砂と頁岩からなる)の堆積があったのみ

である.

東列(庸羅一一牡鹿歴瀞)の鰯相

この列の堆積はジュラ紀中期/ζ)パジョ刈鰭にはじま

写真1志津川地方中部ジュラ系の砂質フリッシュ(伊璽湖牌流)�
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ゆ白亜紀前期のハレム階までほぼ連続している.こ

の時期の海(塘桑一牡鹿海")は中期(ドッガｰ期)

の間は酉の!!橋浦海''とひとつ粗がりでそれと一様

狂堆積物を形成したカミ後期(マルム期)になると西

列との間に大きな障壁が生じ全く異抵る堆積相を形成

し沈降量も東列が数倍もまさった.

この列のジュラ紀後期層は海成層と陸成層とが交互

しており堆積盆の動揺の著しかったことや礫岩や砂

岩などの粗粒砕贋物に富むように後背山地の動きも活

発であったことを示している.砂岩や礫岩の構成物は

花陶岩質岩に由来するものが大半を占めペルム紀や三

畳紀の地層が花開岩もあるカミ火山岩･変成岩･堆積岩

などのより表成岩相を大量に含んでいるのに比べると

非常に単調になっておりそれらの表成岩相が中生代前ド

半の間に削剥されてついに深成相の花開岩が後背山地

に広く露出したことを示している(第6図参照).

憎桑一牡鹿海''の産物は白亜紀層まで含めると

海進一海退の堆積サイクルが3回くり返えされ粗

写真2.志津川地方中部ジュラ系のチャンネル状砂場体(赤岩)bは

aの矢印部分の拡大

一

鍬

い･最上部ジュラ系鮎川層下部

パ･上部ジュラ系荻め浜屑

｡w下部三畳系風趣層

且､'下都三畳系平磯層

曲ペルム系片倉層

P･ペルム系坂本沢層

｡石炭系

○デボン系

シルル系

亭､

o､､､

刀

第6図南部北上の古･中生層の砂岩組成(古生層砂岩はMIKAM1

1969その他による)ジュラ紀砂岩の組成とそれ以前のものと

の相違に注意(滝沢1977より)

→細→組といった砕屑物の粒度変化のサイクルもほぼこ

れと対応している.すなわち第1は中部ジュ.ラ系

バジョス階から上部ジュラ系オックスフォｰド階第2

はオックスフォｰド階からテトン階第3は白亜紀初葉

ペリアス階からオｰテビリ階の3時期に区分される.

これらは牡鹿半島ではほぼ完全である'カミ唐桑半島では

第3サイクルが不完全である･両半島におけるジュラ

紀･白亜紀の層序も堆積相もほぼ完全な対応をもって

いるカミ牡鹿半島の方が各層の発達が立派であり全

層厚もかなり厚くなっている1(第4図).とくに堆積盆

の発展度合や広カミりをひもとく指標としてのフリッジ早

相の発達が非常に良い上白亜紀層の発達では画然たる

差がある.従ってこの海の堆積の中心は牡鹿半島付近

にあったと考乏られる.

牡鹿地方の堆積相通覧

牡鹿半島の地質図は滝沢ほか(1974)を参照されたい

し本誌の別稿｢ジュラ系の榴曲｣にも層序図と一と1もに

示されているのでここでは省略し簡単な層序を第1

表に示しておく.次に列記する各堆積相は地層の年

代が前後して入り乱れて出てくることを注記しておきた

レ､.

瀕海･浅海砂岩および頁岩相海進初期の例を第

7図に示す.はじめは砂岩には斜交層理がよくみられ

るが次第に深くなるにつれ少なく在り塊状無構造で

砂粒の淘汰もよくたる.細粒砂岩やシ/レト岩の部分に

は生物擾乱の痕跡(写真3･4)が著しく葉理が著し

く乱されていることも少なくない.貝化石もこの相の

泥質岩にもっとも多く深い相になるにつれ生物擾乱�
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策1表牡鹿半島ジュラ･白亜

系の鰯序

��滝沢(本編)��

��(工973)��
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��山島一三層�下�亜

�鮎�ドウメキ砂岩部層�蔀�

�川�長渡.･頁岩蔀層��系

�累���

�層�』･長渡砂岩頁岩部層��

��清崎'砂岩部.層��

牡��福貴浦頁岩砂岩部層��

�荻･��上�

鹿�の���

�浜�小積頁岩部層�部�

�累���

�層�牧の浜砂岩部層��

層����
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����ユ
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�累���

�層��部�系

��月の浦砂岩都層��

���下�

���部�

(詳しくは本

誌50頁を参

照のこと)

第7図

牡鹿半島鮎川累層中下部

(小長波砂砦頁岩部層)

の海進相下位の清崎

砂岩部層は陸成層である

網地晶南岸(滝沢1975

より)
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箔

∂

串

○

ワ

モ生痕密集.

棲みくい跡(水平)

擦み1くい跡(垂直)

二枚貝

アンモチイト

ウニ

雲短片多

層灰質団塊

斜交層理

チャンネル構造

姦

頁岩

■

細粒砂岩

中粒砂岩

粗粒砂岩

■

礫岩

の痕跡は激減してアンモナイト板どがごく僅か恋産出

をみるだけとなる.石灰質団塊(nOdu!e)も浅海頁岩

相に特徴的である･海退期の本相は牡鹿半島ではあ

まり発達がよくないがこれは上位の陸成層堆積時荏ど

の自食作用を考える必要がある.写真5は第1サイク

ルのまた第8図は第3サイクノレでの海退期の瀕海相を

示している.

フリッシュ相浅海沖合頁岩相から整合的に砂岩頁

岩のリズミカル桂互層に移化する.この推移は漸移

的に砂岩層が徐々に増加する場合(第2･第3サイクル)

と急激狂場合(第1サイクノレ)とがあるこの相は

萩の浜累層に代表的で鮎川累層中部にも内容が前者の

ように典型的ではないが発達する.後者の例は滝沢

(1975)に写真付で詳しく報告したので省略する.

写真6は萩の浜累層にみられる標式的なフリッシュ相

で級化層理のよく確められるタｰビダイトからなるが

同層には葉理頁岩や級化層理を欠いて厚く成煽した砂岩

(写真7)の部分もある.これらの互層の砂岩層の厚さ

は第9図に例示するように1-60cmのものが多い.

写真3鮎川累層中下部の瀕海相シルト岩にみられる生物擾乱の跡網地島写真4

南岸'第7図参照

浅海砂岩の上面にみられる生痕化石鮎川累層中下部

網地島南岸�
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島カキ

象化の二枚員

∂生痕三商員

予中田石灰質団塊

燃リップル･マｰク

1該霞簸蟻層

頁岩

｡一融総轟1秒1

第8図

海退期の瀕海相の1例鮎川累層中上

部でカキ殻(A伽助〃｡〃召)集積層

は入江的環境で形成されたと考える

田代島南岸

第9図

萩の浜累層上都のフリッシュ型互層にお

ける砂砦の層厚頻度分布福貴浦付近

写真5

紙の浜累層下部の上部にみられる石灰岩

の同時侵蝕礫(網地島北東端)下位

がフリッシュ型互層上位が陸成層から

なる海退期瀕海成相である看灰岩に

は海ユリその他の化石やウｰライトが

一審圭詮}こ･含沈約｡る

写真5(説明は.ヒ部)

50｢

㌰　

㌶　

㈰　

�　

}nφ0000000

一い⑭皇888

一砂岩単層の厚さ一

�

写真6

写真7フリッシュ相の一部にみられる厚瀦珪砂砦

福貴浦梅毒君側部分は薄互層部.

萩の浜累層上部

上部ジュラ系のフリッシュ相萩の浜累層上部の亜属で全体

では700m余の厚さをもつ牡鹿半島東部の泊浜付近

写真.8

厚層理砂岩にみられるdish航uc伽肥よ都ジ

ュラ系フリッジ胤の一部泊浜商方の海岸�
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これより厚い単位で成層した厚層理砂岩はふつう級化層

理の発達不良で葉理も弱く写真8にみるようなd三sh

stmcture(一{皿状"または一鱗状構造'',S･m亙㎜,1967)

という奇妙な.'葉理"状の堆積構造がみられる.これ

は斜面上など比較的不安定な場所の堆積物カミ堆積後の

砂層内部に起る微少な窮断的動きや脱水作用狂とに関連

第10図

河川堆積を示す

小堆積サイクル

萩の浜累層中部

の地層で図の最

下部は瀕海成相

(滝沢1977よ

り一部カット)

凡例は第15図と

同

第11図

河川堆積を示す

上方細粒化型堆

積サイケ/レ

鮎川累層上部

半円は古流向を

示す鮎川浜

南方の海津

｡

①

心古流向

療

㈹鮎川浜南方海岸

して形成されど考えられている"偽葉理"であるがそ

の出現が特定の層相に限られることは堆積学的に興味

深い.

なおフリッシュ相には溝海や瀕海相とは別な比較

的規則正しい形をもった生痕化石が豊當に認められ写

真9の乃砂伽ω5のほかCゐ0〃み伽5(樹枝状型)･

写真9生痕化石Zoψ伽ω∫のi例萩の浜累層上部のフリッシュ相

写真10河川堆積層の一部にみられる同時侵蝕構造萩の浜累層中部

第10図セクションのC3部に相当�
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写真11イプシロン型斜交層理河川堆積層に特有匁タイプで余り

多くは出現し放い萩の浜累層中部

∵

C0舳0"砂加などが代表的である.

陸成煽牡鹿半島では萩g)浜累層中部･鮎川累層

下部(以上ジュラ系)と同層最上部(白亜系)の3層準

にみられいずれも各堆積サイクルぴ)最上部に位置する､

この相は第10区および1/図に代表例を示すように河川堆

積層に代表され海辺の低平地における沼地欣ども含ま

れるが寿命の長い湖成層はなかったようである.縞

物化石(珪化木などの樹幹化石も含む)を多産するが

軟体動物化石を全く産しない.地層中に強力な流れを

示す堆積同時的な侵蝕面(写真10)が沢山あったり礫岩

が何層もあるかと思うと一方ではおだやかな堆積を示

す粘土質頁岩や炭質頁岩がはさまれる匁ど流れの作用

㌧

璽墨白亜紀火山岩類

鰯磯草層b

萎姜翻ノド々汐層2一【

翻覇無根層

護灘石割峠層

嚢姜鰯±反口入沢巧少岩(書1;層

貿綱木坂層

圏1愛小鮎屑

第12図唐桑半島ジュ系地質図

が緩急自在に変化したことを物語っている.砂岩には

斜交層理が顕著である(写真!1).

河川堆積層の場合上述の2つの図にみるように数

m･から20m位の単位で上方に砕屑物の粒度が減少する

小規模た堆積サイクルが幾つも認められるこのタイ

プの堆積サイクルについては唐桑半島の同様荏サイク

ノレについて後でやや詳しく紹介するのでここでは説

�
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50◎

伽◎

3◎◎

2◎o

1◎0

轡竺二与簑
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＼
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一､＼

`㌔＼

.㌔､＼
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{門
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汗

Sk…葦

�㈳�

第13図無根層付近の地質柱状図左側の2本が大島瀬戸

����

Iw:石割峠層Mo:無根層Kg:小々汐層(最下部のみ)�
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明を省略しておく.

以上に通覧した各種の堆積相は相互にどのように重

なり合いどのような関連をもっているのであろうか.

この点を唐桑地方の第2サイクルを例として次項

に述べてみよう.

牡鹿地方と唐桑地方とはもともと'{堆積盆"の大き

さが異なっていたと考えられ前者は榴曲して何回も同

じ地層が出現するが層相の側方変化が後者に比べて

非常に小さい.おおざっぱに推測して前者の方が2-

3倍の大きさをもっていたのではなかろうか.

海から陸への古環境の変餐

唐桑半島のジュラ紀層も牡鹿半島のそれと同様海

成層と陸成層とが交互して現われ動揺の著しい堆積盆

であったことを示している.ここで同半島および大島

に分布する無根層から小々汐層下部に至る岩相変化を工

例として海成層から陸成層への堆積相の変遷を少し詳し

くみてみよう.この観察には露出良好で堆積構造など

もよくみえる海岸の磯づたいカミ向いており大島瀬戸の

南北両岸や大島の北東部がよい.地質図を第12図に示

す.

無根層は下部が黒色の頁岩を主とし上部は南部がフ

リッシュ型の砂岩･頁岩互層があるのに対し北部は葉

理のよく発達した頁岩からなる.さらに層相の違いに

よって下部をMo1･Mo2上部をMo3･Mo4と4

つに区分する(第13図).

Mo1は下位の石割峠層から砂質頁岩を経て漸移する

中～細粒の砂岩(恐らく海成)である､Mo2は砂岩

から砂質頁岩を経て漸移する海成の黒色の頁岩でよく成

層している･アンモナイトの出そうな層相荏のにこ

れまで確かなものは殆んど報告されず最近になってや

っと加藤ほか(1977)によって巨大型アンモナイト

肋〃功み加硫∫の産出が報じられた.Mo3は砂岩と頁

岩の有律互層でいわゆるフリッシュ相の外観を呈する

(写真12).

この砂岩･頁岩互層の砂岩にほ級化構造やBOU肚

(1962)の堆積型丁･～T｡がよく認められ大部分タ

ｰビダイトとみなされる.BoU皿ムのsequeucetype

に照合してみるとTab.dやTab｡･Tb｡などがよくみら

れるほかT｡のみの砂岩薄層もかなりある.ところが

ここで興味のあることはT｡→｡型砂岩である.これ

は写真13に例示するようにTわを欠いて級化砂岩部

の上位に直接クロスラミナ砂岩部(T｡)がのるもので

その間で粒度かか恋ゆ急激に細かく怒っていることが多

い.この型の砂岩はとくにMo3の上部すなわち

比較的浅くなっていくと推定される部分に多く出現する

ことに興味がもたれる.Ta→｡型砂岩というのは

Hsw(1964)によってタｰビダイト砂岩の一部が底層流

によって再移動･再堆積したものではないかと推論され

ている.M03上部ではこのタイプの砂岩の出現率は

非常に高いことからHSUの底層流堆積説に従えば堆

積環境が浅くなって底層流の作用のかなり活発であった

ことを示すことになろう.

写真12無根層のフリッシュ相

大島瀬戸多一!ざダィトとみなされ器

灘､

蔑

嚢

写真13T･→｡型砂岩層無根層(フリッシュ相)

大島瀬戸の北岸�
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第14図

無根層最上部から小

々汐層下部のセクシ

ョン場所は大島

北東岸半円は古

流向を示す

(第15図参照)
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繭
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ト＼

斗＼

熱

雷､

蒔＼

吉

膳第15図

→小々汐下部Kg3に

みられる小堆積サイ

クル(第14図の

一部を拡大)右側

に突出する程粒度が

大きく上方綱粒化

型を示している
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､鷺鴛1二:二::姜:二鶉二慧㎞ボイントパｰ上部

流れチャンネル

(水路埋積)

㈱色tωはんらん原

価1肺ユ引【沼沢地).....

叢讐驚終曲†那丁バ王書1

なお生痕化石は砂岩中にZoψ伽60∫(写真9参照)

や樹枝状のCゐ0η伽枕が特徴的である.

無根癩の側方変化ところで上記のフリッシュ

相を南側から北側の山地の中に追ってゆくと国道45号

胴上㎜1胴山泊軸細｢一一■一一'一一''一1一■

軸柵･舳･出軸流れチキンネル

(河川水路)

{=鴛､:^票:二::ニニご榊岬脚㎜｡刮残遺水路

(三日月湖)

婁二∴し二1∵

線の唐桑トンネルより北部ではほとんどみられ低くなり

かわりにシルト岩～極細砂からなる葉理のよく発達した

頁岩があらわれている.この葉理頁岩は層理面に沿っ

て非常に剥理し易く雲母片がよくみられ層理面上に

不規則に曲りくねった生痕化石がびっしりと認められる.

無根層上半部におけるこのような急激な岩相の側方変

化は牡鹿半島のフリッシュ相でみられず堆積盆の小

さかったことを示すものであろう.またこのような

短距離間でのフリッシュ相の急激な岩相変化はここの

フリッシュ相の堆積様式や堆積環境を考察する上で注目

写真14

無根層Mo4の塊状厚層砂岩大島瀬戸

中一細粒で複合成層が顕著厚さは9.5㎜�
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されることである.

フリッシュから浅海砂岩次にフリッシュ相と明

らかな溝海砂岩の間には塊状の厚い砂岩(Mo4写真

14)がある.厚さ6～10狐で級化層理や“BoU肌se-

queuCe"は認められず申～細粒であまり粗<なくと

ころどころに弱い平行葉理が認められる.この砂塔は

よくみると顕著ではないが垂直的に2㎜位の単位で粒度

的反覆がある.しかしこの砂岩の主部は砂粒の淘汰

は比較的良好であるがアレナイトではなくむしろワッ

ケである.明らかに浅海成とみられる斜交層理の発達

する粗粒アレナイト砂岩はこの砂岩の上位に重なる.

砂岩組成も石英質になって風化面は白い粉をまぶした

よう放優白色を呈するようになる.この砂岩から上位

の砂岩優勢層を小々汐層とする.小々汐層の砂岩は

(極)粗粒で少し離れて遠くからみると花筒岩のように

白色を星し海蝕崖の上にはえる常緑樹の松とよいコン

トラストをなしておりよい景色をつくっている.

小々汐層と全くよく似た岩相は牡鹿半島の鮪川累層

下部(清崎砂岩部層)や相馬地方の宮沢層にみられる.

小々汐層は全般的には下部(粗粒砂岩優勢)中部

(頁岩優勢で細粒砂岩をはさむ)そして上部(粗粒砂

岩優勢)に3分してみるのが適切である.大島北東岸

のセクションではこれら堆積相を考慮して細分してみ

ると下部はKg1-Kg4に分けられる(箪14図).

まずKg1は浅海成の粗粒砂岩で石灰岩または

頁岩の偽礫に當む(写真15).砂岩は30-300cmの厚

さで成層面カ溌達し斜交層理がみられる砂岩は無根

写真15小々汐層最下部(Kg1)の石灰岩偽櫟層基質は中～粗粒

砂岩で鍋交層理が発達大島北東岸

層に比べるとかなり石英質である.石灰岩の偽礫は

径10-20cmグ)が多く海百合･ウニ･サンゴその他海棲

動物化石の破片に窟むものやウｰライト石灰岩を含ん

でおり色調･時代からもいわゆる.一島の単式石灰岩"

に比較される.石灰岩礫は密集した部分もあるが砂

岩中に敷点する部分もあり厚さ9mにわたってよく含

まれている.

この部分の砂岩にみられる斜交層理は無根層とは全

く正反対のほぼN→Sの流向を示している(第14図参照).

写真16第15図の小堆積サイクル砂岩部にみられる斜交層理割→b

→cと順に上方に位置し規模が小さくなる�
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ちなみに石灰岩偽礫のインブリケｰションは櫓曲の際

の造構的変形に留意する必要はあるが斜交層理と調和

してN→Sの流向を示唆するように配列している.

このことは後に堆積モデノレを示すように石灰岩偽礫

が沖合側から陸側に向って運搬されてきたことを示し

ている.

Kg1の石灰岩偽礫層の顕著なものは大島の北東岸

にしか発達世ず唐桑半島では北方に向かい偽礫は激減

する.なおこの石灰岩偽礫に伴って少ないが花商

岩や珪質岩の外来円礫も含まれる.

Kg2は粗粒砂岩とこれにはさまるシルト岩ないし頁

岩からなり下位の純浅海成層(Kg1)と上位にくる陸

成層(Kg3)の中間にある漸移相(transitiona1facies)で

恐らく海浜あるいは河口の堆積物に由来すると推定され

る.砂岩には斜交層理カミよく発達し非常に石英質の

アレナイトで風化して大理石のような白色を呈する.

さてKg3は多分完全に陸成層それも河川成堆

積物とみられる.厚さ数mの単位で交互する砂岩と頁

岩から祖りこれは次に述べるように河川堆積物と考え

られる.堆積構造や粒度変化に着目して少し詳しく

調べてみると第15図のように示されるように厚さ7-

8帥)小規模な堆積サイクルカミ3つある.それぞれの

小堆積サイクルは同時侵髄によるシャｰプ柱下面をも

って始まり砂層物は上方に漸次細粒化を示す.すな

わち砂岩主部は粗粒アレナイトからなり大型(セッ

ト厚30cm以上)の斜交層理がよく発達する也砂岩部

の上部は中粒→細粒→極細粒砂と徐々に細かくなって

おり斜交層理の規模もこれに伴って小さく放っている.

そして砂質シノレト岩または細粒砂岩･シルト岩の互層

を経て頁岩部に移化する.砂岩部の変化を下位から示

写鄭7第15図の小堆積サイクルにおける砂岩部から頁岩部への漸移

写輿16の｡から上位を示す暗色部ポ頁岩

すと写真16･17のようである.頁岩部の一部はかな

り炭質であり炭質物を多く含んでいる.このような

上方細粒化型の小堆積サイクルは河川の作用によって

形成されるとみなされる･すなわち砂岩部は河川流

路の埋積堆積物頁岩部は流路側方のはんらん原堆積物

両者の漸移部としての細粒砂･砂質シルト岩互層部は

自然堤防の堆積物に由来するというのである.この型

の堆積サイクルの詳しい説明は滝沢(1976)を参照され

たい.

厚い小々汐層の大半は上記のような陸性環境での堆

積に由来するがKg4･5では挿話的に海成層カミはさま

れる.Kg4は瀕海の砂州堆積物(barsand)もしくは

海浜砂と考えられ中粒のかなり淘汰のよい砂岩からな

る.斜交層理の示す流向は上･下位の河川堆積層と

は大きく異なるが(第14図)それはかつての沿岸流の向

きを示しているのであろうか.Kg5(小々汐層中部

の下半)は小規模ではあるが海進が進んで三角介

(吻ψん0"Zσ)･ゴニオミヤ員･ウニなどを産する浅海

頁岩および細粒砂岩から在る.しかしその上位では

再び陸成層と桂る.

以上に述べた無根層から小々汐層下部にかけての堆積

相の変化に砕屑物を運搬した流れの方向(第16図)を加

味して当時の堆積環境(古地理)と堆積様式を想定し

てみると第17図のような絵が描かれる.この図の浅海

砂相の沖合(北側)にはフリッシュ相が形成されると

考えていただけれぱよいであろう.

あとがき

変化に富むジュラ紀層の層相について古環境の復元

の一端を示すのが本稿の目的であったが読者の十分

な納得をえるには資料の提示が不足したことをお詫び

したい.とくに精細恋地質柱状図をはじめ次に掲げる

諾項目の大半が都合により示せなかった.

古環境と堆積盆の解析の研究を進める上で筆者がこ

れまで行ってきたことは①地質図作り②幾つものル

ｰトにおける精度の高い柱状図作成③堆積構造などに

留意した堆積相の解析④化石(生痕を含む)採取と古

生物相の検討⑤古流向の測定などの仕事を野外中心

に1頃を追ってやりさらに⑥堆積岩の堆積岩石学的研究

一砂岩組成と粒度分析⑦礫岩組成の検討⑧細粒砕

暦岩の地球化学的検討(陸成･海成の識別を中心に)在

とである,なかなか手間のかかることであるがこの

過程で当所用申啓策技官をはじめ多くの方々には貴重

な御教示を賜わってきた.ここに厚くお礼申し上げる.

地質時代当時の古環境や堆積盆地の復元は地質学の�
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心々汐層㈹･洲斜交層理

年

第16図

無根層(フリッシュ相)およ

螂び小々汐層(陸成相部分のみ)

の古流向
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第17図

唐桑地方小々汐層下部の堆積環

境
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古くてまた新しい大変興味深い問題で{一堆積学"の発

展と共に近年ますます盛ん桂研究が行われている.

Rコ㎜EcK&SIN舶(1973)をはじめとして最近数年

間における堆積学関係の教科書や参考書あるいは学会

特集号の多大な発刊や再版はそれを如実に示している.

わが国でもフリッシュ堆積物ばかりではなく陸洋型や

陸棚型堆積物を含めてバランスのとれた堆積学研究の

発展がのぞまれる.
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